
Ⅴ　調査結果のまとめ 
 

全国学力・学力状況調査における亀岡市の結果は、平均正答率において、小６、中３ともに、

国語及び算数・数学において全国の数値を下回っている。今年度は理科に関する調査が小６は冊

子を用いた筆記方式で、中３は、ICT 端末を用いた文部科学省 CBT システムによるオンライン方式

で実施され、小６では正答率で全国と同等、中３は IRT スコアで全国を上回る結果となった。 

各教科における内容別・領域別の結果では、小学校の国語における「書くこと」「情報の扱い

方に関する事項」、中学校の国語における「書くこと」「読むこと」においては正答率で全国値

とほぼ同等となっている。また、小６算数の「測定」と、小６理科の「粒子を柱とする領域」に

ついては、正答率において全国値を上回った。小６理科の「A エネルギーを柱とする領域」「B 地

球を柱とする領域」については正答率が全国値と同等の結果となった。一方で、小学校では、国

語における「話すこと・聞くこと」、算数における「図形」「変化と関係」「データの活用」、

中学校では、国語における「言葉の特徴や使い方に関する事項」、数学における「数と式」「関

数」において特に課題が見られる。 

全国学力・学習状況調査の質問調査においては、小学校・中学校ともに「いじめは、どんな理

由があってもいけないことだと思う」の項目については、昨年度と同じく肯定的な回答が全国値

を上回っていることから、正しい規範意識や人権認識が醸成されていると考えられる。 

IＣＴ機器を活用した学習時間やＩＣＴ機器を使用した学習の効果についての認識について

は、ほとんどの項目について肯定的な回答が全国値を上回っており、ICT 機器の学習における積

極的な活用が進んでいることが伺える。しかしながら、特に中学校において「情報を整理するこ

とができる」や「学校のプレゼンテーションを作成することができる」の項目については全国値

を下回っており、協働学習や探究学習を通した学びを自分なりに整理して表現し、他者に伝える

アウトプットを意識したＩＣＴ機器の活用を進めていく必要がある。 

しかし、小学校・中学校ともに、「課題の解決に向け、自分で考え自分から取り組む」「平日・

休日の家庭学習の時間」などの項目は、肯定的な回答や数値が全国値を下回っている。本市では

昨年１２月より「かめ学サイクル」と称して、児童生徒が学力調査や日々の学習、単元テスト、

定期考査などの結果から自らの課題を見出し、その課題解決と学力の向上に向けて主体的に学ぶ

学習習慣の定着を図る取組を市内の全小・中・義務教育学校にて各校の特色に応じて実施してい

る。全ての学校で取り組むことで、９年間の連続した学びを実現することを目指す。 

また、「自分にはよいところがあると思いますか」などの自己肯定感や、「将来の夢や目標を

持っていますか」など将来を展望する力等、非認知能力（数値で測りにくいとされる能力）で、

肯定的な回答が全国値を下回っている項目が多い。非認知能力の高まりが、認知能力（テスト等

の数値で測る能力）の向上につながるという研究結果もあることから、今後も、認知能力と非認

知能力を一体的に育む取組を推進していくことが必要である。 

今後は、本市の強みともいえる教科や学習内容の特性に応じた効果的なＩＣＴ機器の活用をさ

らに進め、「個別最適な学び」「主体的・対話的で深い学び」「考え合う授業」など児童生徒が

学習することの楽しさに気付くことができる授業改善が必要である。また、「かめ学サイクル」

の取組を柱として、主体的に学習に取り組む態度の育成を目指していく。 

以上のような成果と課題を踏まえながら、義務教育９年間の中で、すべての教育活動において、

主体的に課題に挑戦することや、協働的な学び、多様な学びを通しての新しい発見や豊かな発想

を大切にしながら、主体的に進路選択ができる力を身に付けさせ、将来の予測が困難な社会や、

超スマート社会、グローバル社会に対応できる資質・能力の育成を目指したい。 

 



 

Ⅵ　学力の定着・向上へ向けての亀岡市の取組 

　　　　 

(1)各学校での取組 

各学校では、全国学力・学習状況調査等の結果を分析し、その結果の活用を通しての学力保

障・学力向上に向け以下のような取組を進めている。 

 

ア　組織的な研究の推進 

○学校長のリーダーシップのもと、組織的な研究体制を構築し、学力分析に基づいた PDCA

サイクルの確立による学力向上に係る校内研修会を充実させる。 

〇積極的な授業公開、外部講師等を招聘した授業研究・校内研修会など、授業改善に係る

研究を推進する。 

〇探究的な学び、個別最適な学びを充実させるための ICT を活用した学習方法の研究を進

める。 

○小中一貫・小中連携を充実させ、各中学校ブロック内の教職員の協働による公開授業研究

会や合同研修会、乗り入れ授業などを推進する。 

○各校の実態に応じ、個別型補充学習における個別指導計画の活用や、一人ひとりの状況に

応じた学力定着のための指導の工夫と充実を図る。 

〇自ら学ぶ力を育成するために予習や復習の工夫、家庭学習の手引きの活用、ICT の活用

などの　　研究を推進する。 

〇子どもの心理的安全性を確保し、誰もが安心して学べる学級経営の推進のため、生徒指導

及び　　特別支援教育の視点からの研修の充実を図る。 

　　　　 

イ　「確かな学力」を育むための「考え合う授業」の取組 

○基礎・基本の定着、活用する力及び学びに向かう力の育成、既習事項や経験や日常生活と

の関　　連付けを活かす指導の工夫、自主的・自発的な学習につながる学習課題や学習方

法等の工夫を通した「知識・技能」を習得するための教育活動を充実させる。 

○論理的に思考し表現したり、自他の考えを尊重し伝え合えあったりする「ことばの力」の

育成や、　　言語活動の充実による「思考力・判断力・表現力等」を育成する教育活動を推

進する。 

〇「ふるさと学習」やキャリア教育の推進等を通しての「学びに向かう力・人間性」の涵

養に係る教育活動を充実させる。 

〇全国学力・学習状況調査等、各種調査の分析・活用、少人数や習熟の程度に応じた指導、

個別指導計画の活用等、個に応じた指導を充実させる。 

〇探究的な学習における「課題の設定」「情報の収集」「整理・分析」「まとめ・表現」の各過

程での活用や個別最適な学びなど、積極的にＩＣＴを活用した学習支援を推進する。 

〇「家庭学習の手引き」等で、小中連携した内容の系統性を持たせることにより、家庭学習

の定着と充実を図る。 

〇互いの人権尊重を土台として、生徒指導の実践上の視点やユニバーサルデザインの視点を

活か　　した学級経営の推進など、誰もが安心して学べる学習基盤を構築する。 

○組織の活性化、職員研修の充実、各中学校ブロック内小中教職員の協働による授業研究の



充　　実を通して指導力を向上させる。 

 

 

（２）亀岡市教育委員会の取組 

 

亀岡市教育委員会では、「確かな学力育成ビジョン」を作成し、以下のような取組を進めてい

る。 

 

ア　亀岡市「確かな学力育成会議」を組織 

○亀岡市小・中学校長会、小学校・中学校教育研究会の代表と教育委員会とで組織し、各学

校の学力に係る成果と課題を共有するともに、市独自の学力調査の実施など、学力向上対

策に係る方針、計画等の検討と発信を行う。 

 

イ　小・中・義務教育学校の学力担当者会議の開催 

○各種学力調査結果の分析手法、授業改善の実践、学力向上に向けての組織体制、研修会の

持ち方など、各校の実践の交流と研究を行い各校での取組に生かす。 

○外部講師（アドバイザー）の講演、指導・助言による学力担当者の資質の向上を図る。 

　 

ウ　学力向上拠点校の取組 

○中学校ブロックで拠点校を指定し、小中連携を基盤とした学力向上に係る組織的な取組を

推進　　するとともに、その実践を亀岡市全体に発信する。 

○外部講師（アドバイザー）の講演、指導・助言により、小中の教職員の共通の学びを充実

させ、小　　中一貫教育に向けての活動の活性化を図る。 

　 

エ　学力向上指定校の取組 

○京都府南丹教育局と連携し、亀岡市で３校指定し、学力向上に係る取組を推進するための

指導と助言を行い、その成果を亀岡市内に発信する。 

 

オ　学力分析に係るアドバイザーの招聘 

○学力担当者会議においての指導助言を受け、各校における教育活動の活性化を図る。 

 

カ　有識者（外部人材）の活用 

○市内小学校教員の希望者が、大学教授から年間を通じて計画的に個別に授業展開について

指導を受け授業力の向上を図る。 

 

キ　研修講座の開催 

○京都府南丹教育局と亀岡市教育委員会との共催による授業実践講座を開催し、公開授業

に基づく授業研究や先進的な取組の実践から学び、授業力の向上を図る。 



 

○京都府総合教育センターと亀岡市教育委員会の連携により、小学校国語に焦点化した研修

講座（出前講座）を１学期に開催し、授業改善の推進を図るとともに、講座を受けて各校

で授業実践を行い、レポートにまとめる活動を通して授業力の向上を図る。 

○みらい教育リサーチセンター主催の ICT の活用推進を含めた「創造的な授業づくり講座」

や「スキルアップ講座」などの講座を充実させ指導力の向上を図る。 

 

ク　教科担当者会議の実施 

　　〇中学校において国語、数学、理科の教科担当者会議を設定し、全国学力・学習状況調

査及び、京都府学力・学習状況調査の結果や授業参観などをもとに授業改善のポイント

を共有する講座や会議を通して授業改善を図る。 

 

ケ　指導主事による学力向上に係る学校訪問の実施 

○亀岡市教育委員会や各校における各種調査の分析結果に基づき、学校の学力向上に係る取

組についてのヒアリングや指導助言を行うことにより、学校支援の充実を図る。 

○京都府南丹教育局とも連携し、各学校の校内授業研究会に指導主事が訪問、授業参観を

行い、授業改善や教員のスキルアップについての指導助言を行う。 

 

コ　亀岡市統一学力調査「確かな学力育成パスポート」の実施 

○「確かな学力育成ビジョン」に基づく学力向上に係る取組の効果の検証を行う中で、学力

の伸びとともに学習内容の定着状況を把握し、学びへの自己調整力を高める。 

○特に、児童生徒（小学校１年生から中学校２年生まで）一人ひとりの調査結果を経年で結

びつけ、学力の推移（学力の伸び）を把握し、授業改善とともに個別最適な学びの充実に

つなげる。 

　　　　 

サ　小中一貫教育（学力向上にむけた授業研究）の推進 

○中学校ブロックにおいて、小中の教育目標を共有し、学力向上に向けての９年間の連続し

た学びを推進する。 

○学びの基盤となる人権教育・生徒指導・特別支援教育等、領域における指導計画等の連携

を充実させ、効果的な指導に生かす。 

○中学校ブロックにおいて、小中の教職員の参加による公開授業、研究授業を積極的に推進

し、焦　　点を定めた教科・領域の連携により授業改善を充実させる。 

 

シ　Ｔeams の活用による学力向上に向けた教職員のネットワークの構築 

○亀岡市小学校教育研究会及び、亀岡市中学校教育研究会の各部会でチームを編成し、指導

計画や教材の共有などを通して、ICT 教育の推進と教育の質の向上を図る。 

○オンライン会議や Tｅａｍｓの有効活用を通して、授業改善に向けた指導力の向上を図

る。 

 

ス　「確かな学力育成ビジョン」に係る教職員の意識調査の実施 



○教職員の学力向上に関わる日々の取組や対応、ＩＣＴの活用等についての意識調査を行

い、学力向上の取組においての改善方策のための資料として活用する。 

 

　　　　セ　全小・中・義務教育学校での「かめ学サイクル」の実施 

〇各種学力調査や定期テスト・単元テスト、日々の学習などを振り返ることで自らの課題を

見出し、自己決定・自己調整しながら課題を解決するよう、児童生徒が主体的に回す学習

サイクルを提案し、各校の実態に応じて実施する。


